
８－１ 近畿・中国・四国地方とその周辺の地震活動（2017年11月～2018年4月） 

Seismic Activity in and around the Kinki, Chugoku and Shikoku Districts  

(November 2017–April 2018) 

気象庁 大阪管区気象台 

Osaka Regional Headquarters, JMA 

 

今期間，近畿・中国・四国地方とその周辺でM4.0以上の地震は17回発生した．これらのうち，規

模が最大の地震は，2018年4月9日に島根県西部で発生したM6.1の地震であった． 

2017年11月～2018年4月のM4.0以上の地震の震央分布を第1図(a)及び(b)に示す． 

主な地震活動は以下のとおりである．  

 

（1）豊後水道の地震（M5.0，最大震度4，第2図(a), (b)） 

2018年2月19日03時31分に豊後水道の深さ40kmでM5.0の地震（最大震度4）が発生した．この地

震の約4秒後，ほぼ同じ場所でM5.0の地震が発生した．最初の地震の発震機構は北西－南東方向

に張力軸を持つ正断層型で，いずれもフィリピン海プレート内部で発生した． 

これらの地震の発生以降の地震活動をDouble Difference法1) により震源再決定を行った結果，東

西断面でほぼ鉛直な分布がみられた． 

 

（2）島根県西部の地震（M6.1，最大震度5強，第3図(a)～(g)） 

2018年4月9日01時32分に島根県西部の深さ12kmでM6.1の地震（最大震度5強）が発生した．こ

の地震は地殻内で発生した．発震機構は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型である． 

  この地震の発生以降，今回の震源付近で地震活動が活発になり，4月30日までに最大震度1以上

を観測する地震が47回（最大震度5強：1回，最大震度4：4回，最大震度3：4回，最大震度2：14

回，最大震度1：24回）発生した． 

M6.1の地震の発生以降の地震活動をDouble Difference法1) により震源再決定を行った結果，

M6.1の地震の発震機構（CMT解）の北北西－南南東方向の節面の走向と調和的な分布が得られた．

これは，この地震によってずれ動いた断層が北北西－南南東方向の左横ずれであることを示唆す

る．また，M6.1の破壊の開始点の直上に，地震活動の低調な領域がみられる． 

今回の地震の活動域の西側に隣接した領域では，2003年7月頃から地震回数が増え，そのb値は

0.6程度と小さい値である． 
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第1図(a) 近畿・中国・四国地方とその周辺の地震活動（2017年11月～2018年1月，M≧4.0，深さ≦700km） 
Fig. 1(a)  Seismic activity in and around the Kinki, Chugoku and Shikoku districts (November 2017 – January 

2018, M≧4.0, depth≦700 km) 

第1図(b) つづき（2018年2月～4月，M≧4.0，深さ≦700km） 
Fig. 1(b)  Continued  (February – April 2018, M≧4.0, depth≦700 km) 
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震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年２月 28 日、 

深さ０～100km、M≧5.0 
2018 年２月の地震を○で表示） 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図

 

２月 19 日 豊後水道の地震 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年２月 28 日、 

深さ０～100km、M≧2.0 
2018 年２月の地震を○で表示） 

  

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

  
 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

 
 

 2018年２月19日03時31分に豊後水道の深さ
40kmでM5.0の地震（最大震度４）が発生した（今
回の地震①）。この地震の約４秒後、ほぼ同じ場
所でM5.0の地震が発生した（今回の地震②）。最
初の地震の発震機構は北西－南東方向に張力軸
を持つ正断層型で、いずれもフィリピン海プレー
トの内部で発生した。今回の地震①②の発生後、
比較的地震活動が活発になっている。 
 1997年10月以降の活動をみると、今回の地震の
震源付近（領域ｂ）では、定常的に地震活動がみ
られる場所であり、2017年６月20日には、M5.0の
地震（最大震度５強）が発生している。 
 1923年１月以降の活動をみると、今回の地震の
震央周辺（領域ｃ）では、M6.0以上の地震が時々
発生している。「1968年日向灘地震」（M7.5、最大
震度５）では、負傷者57人、住家被害7,423棟な
どの被害が生じ、大分県蒲江で240cm（最大全振
幅）、高知県土佐清水で236cm（最大全振幅）など
の津波を観測した（「日本被害地震総覧」による）。 
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第2図(a) 2018年2月19日の豊後水道の地震 
Fig. 2(a)  The earthquake in the Bungo Channel on February 19, 2018. 

－ 197 －



第2図(b) つづき 
Fig. 2(b)  Continued. 
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４月９日 島根県西部の地震 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年４月 30 日、 

深さ０～20km、M≧2.0） 
2018 年４月の地震を○で表示 

▲は活火山を示す 
 
 

  

  

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 
 

 

 
 

 2018年４月９日01時32分に島根県西部の深さ
12kmでM6.1の地震（最大震度５強）が発生した。
この地震は地殻内で発生した。発震機構は西北西
－東南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型であ
った。この地震の発生以降、震源付近で地震活動
が活発となり、９日02時10分にM4.9の地震（最大
震度４）が発生するなど、震度１以上を観測する
地震が４月30日までに今回の地震も含め、47回発
生した（震度５強：１回、震度４：４回、震度３：
４回、震度２：14回、震度１：24回）。この地震
により重傷２人、軽傷７人、住家被害1,570棟な
どの被害が生じた（５月８日現在、総務省消防庁
による）。 
1997年10月以降の活動をみると、今回の地震の

震源付近（領域ａ）では、2011年11月21日にM5.4
（最大震度５弱）の地震が発生し、重傷１人、軽
傷１人などの被害が生じた（「日本被害地震総覧」
による）。 

 1923年１月以降の活動をみると、今回の地震
の震央周辺（領域ｂ）では、M6.0以上の地震が時々
発生している。「平成12年(2000年)鳥取県西部地
震」（M7.3）では、重傷39人、軽傷143人などの被
害が生じた（総務省消防庁による）。 
 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年４月 30 日、 

深さ０～20km、M≧5.0） 
2018 年４月の地震を○で表示 

▲は活火山を示す 
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「平成 12年(2000 年)

鳥取県西部地震」

今回の地震 

「平成 12 年(2000 年) 

鳥取県西部地震」 

ｂ

（2018 年４月１日～４月 30 日、M≧1.0）

今回の地震 

三瓶山 

島根県

三瓶山 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

広島県 

第3図(a) 2018年4月9日の島根県西部の地震 
Fig. 3(a)  The earthquake in the west part of Shimane Prefecture on April 9, 2018. 
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４月９日 島根県西部の地震（DD法による震源再決定）

A

B

C

D

C D
A

B

A
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M6.1の地震のCMT解

橙色の線はCMT解の２つの節面の走向を示す。（右図参照）

再決定後の震央分布図
（2018年４月９日～30日、
深さ０～20km、M0.5以上） 領域ａ内の時空間分布図（A-B投影）

ａ

領域ａ内の断面図（C-D投影）
領域ａ内の断面図（A-B投影）

橙色の矢印はCMT解の断面図に直交
する走向を持つ節面の傾斜角を示す。

気象庁一元化震源のうち、M0.5以上の震源を対象として震源再決定を
行った。
上述の震源を観測点限定（18点）で再計算後、観測点補正で再計算を
行った震源を初期震源としてDD法による震源再決定を行った。

• 震央分布図をみると、主に北北西－南南東方向に直線状に並ぶ分
布がみられる。これはM6.1の地震のCMT解の走向と調和的である。

また、その分布の走向にほぼ直交するような東北東－西南西方向
に並ぶ分布も若干みられる。

• 断面図（C‐D投影）をみると、M6.1の地震のCMT解の北北西－南南
東走向の節面の傾斜角（89°）と調和的な傾斜分布がみられる。

• 断面図（A‐B投影）をみると、M6.1の地震の直上に地震活動の低調
な領域がみられる。

再決定後の震央分布図
（2018年４月９日～23日、深さ０～20km、M1.5以上）

領域ａ内の時空間分布図（A-B投影）

領域ａ内の断面図（A-B投影）

A
DC

B

領域ａ内の断面図（C-D投影）

A

B

領域ａ内の深さの時系列図

気象庁一元化震源のうち、M1.5以上で精査検測
を行った震源を対象として震源再決定を行った。
再計算の条件は前ページと同様。

４月９日 島根県西部の地震
（DD法による震源再決定〔手動検測を行った震源に限定〕）

A

B

C

D

ａ

第3図(b) つづき 
Fig. 3(b)  Continued. 

第3図(c) つづき 
Fig. 3(c)  Continued. 
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4月9日島根県西部の地震（2000年10月以降の活動経過）

領域ａ内のMT・回数積算図

領域ａ内の時空間分布（AB投影）

領域ａ

領域ａ内の断面図（AB投影）

震央分布図（2000年10月1日～2018年4月30日、
M≧1.0、20km以浅）

2000年10月1日～2011年6月3日までを灰色、2011年6月4日～2013年6月30日を
青色、2013年7月1日～2018年4月8日を橙色、2018年4月9日以降を赤で表示。

震央分布図（2018年4月9日～2018年4月30日、
M全て、20km以浅）

領域ａ

三瓶山

三瓶山

④

③

②

①

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ Ｂ

領域別MT・回数積算図
領域① 領域②

領域③ 領域④

b＝0.77 （σ＝0.07）
Mth1.0 N=119

b＝0.74 （σ＝0.07）
Mth1.0 N=124

b＝0.78 （σ＝0.05）
Mth1.0 N=291

b＝0.57 （σ＝0.08）
Mth1.0 N=52

領域① 領域② 領域③ 領域④

2016年10月21日鳥取県中部の地震の状況（2016.10.28地震調査委員会ＭＬの添付資料抜粋）

上図のM別度数分布・ｂ値（M6.1の地震発生前まで）

第3図(d) つづき 
Fig. 3(d)  Continued. 

第3図(e) つづき 
Fig. 3(e)  Continued. 
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大森・宇津式

モデルからのずれ（100分割）

領域ａ内の地震活動パラメータ

モデルからのずれ（100分割）

●M6.1発生前まで

全期間 2011年のM5.2発生前まで 2011年のM5.2発生以降

AIC＝2960.330 AIC＝2251.778 AIC＝681.766

AIC＝－7631.702AIC＝－7657.885
K: 140.758
c: 0.050
p: 1.134
N=877

－モデル
－観測

－モデル
－観測

AICの比較から、ETASモデルが一番当てはまりがよい。

AICの比較から、2011年のM5.2発生前後で分割したモデルの方が当てはまりがよい。

領域ａのμ値： 2011年M5.2発生前 0.069 → M5.2発生～M6.1発生前 0.103 → M6.1発生以降 4.75

AIC（全期間）－AIC（分割）＝2960.330－（2251.778＋681.766＋11.019（ペナルティ2q））＝15.767

μ: 0.081
K: 0.0049
c: 0.0018
p: 1.099
α: 1.725
N=977

μ: 0.069
K: 0.0098
c: 0.0007
p: 1.035
α: 1.265
N=453

μ: 0.103
K: 0.0031
c: 0.0043
p: 1.182
α: 1.895
N=524

モデルからのずれ（100分割）

AIC＝－7644.728

K: 131.569
c: 0.079
p: 1.332
μ: 4.338（固定）
N=877

ETAS

●M6.1発生以降 大森・宇津式（常時地震活動項：μあり）
ETASのμを使用

μ: 4.338
K: 0.0011
c: 0.0624
p: 1.340
α: 2.185
N=877

4月9日島根県西部の地震（周辺の過去の地震活動）

震央分布図（1923年1月1日～2018年4月30日、M≧4.0、30km以浅） 震央分布図（466年～2018年4月30日、M≧5.5の被害地震、30km以浅）

上図矩形内の時空間分布（AB投影） 上図矩形内のMT・回数積算図

AB

A

B

橙： 1942年1月1日～1944年12月31日
桃： 1989年1月1日～2002年4月5日
青： 2002年4月6日～2018年4月8日
赤： 2018年4月9日～2018年4月11日
灰： 上記以外の期間

矩形内のM6.5以上の地震、今回の地震周辺のM6.0以上の地震に吹き出し。
茶線は地震調査委員会の長期評価による活断層を示す。

矩形内のM7以上の地震、今回の地震付近の地震に吹き出し。
青線は地震調査委員会の長期評価による活断層を示す。

上図矩形内の時空間分布（CD投影）
C

D

: 江戸時代より前

: 江戸時代～1884年
（宇津カタログ以前）

※1

社寺・民家の破損が多く、震央
は当時の国府に置かれている
［日本被害地震総覧より］。ま
た、中田ほか（2005）のトレンチ

調査の結果、宍道（鹿島）断層
の最新活動が880年の地震に

対応する可能性が指摘されて
いる［宍道（鹿島）断層の長期
評価より］。

※2

島根県高畑村で石地蔵・石塔・
墓石など倒れ、蔵の壁破る。
久保・長原で石垣崩る［以上、
日本被害地震総覧より］。

震源要素は1884年までは理科
年表、1885年～1922年は宇津
によるカタログ（宇津（1982、
1985）、茅野・宇津（2001）な
ど）を使用した。

CD
※１

※2

浜田地震

浜田地震の震源域
（日本の地震活動による）

第3図(f) つづき 
Fig. 3(f)  Continued. 

第3図(g) つづき 
Fig. 3(g)  Continued. 
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